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創造デザイン科 
                                令和４年度 金沢大学附属中学校職員  
 
１．Society5.0 に向けた教育を進めるに当たって  
（１）新設教科「創造デザイン科」の設置について  
現在日本は，生産年齢人口の減少や食料自給率の低迷，エネルギー資源の不足など，様々な社会

的課題を抱えており，Society5.0 の実現を目指している。令和２年度より，本校は「Society5.0 を
主体的に生きるための資質・能力の育成」を研究主題に，本校が定めた 10 の資質・能力を効果的に
育成するための研究を行っている。その研究活動の中で，本校職員は，創造的な問題解決能力を育

成することの重要性を再認識した。 
Society5.0 という新たな社会では，サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステム

を実現させることで，経済発展と社会的課題の解決を両立させることを目指している。しかし，新

たな社会が実現することで，生じる問題として「定型業務は AI が搭載された機械に代替可能とな
り，人の行う仕事が減少すること」や「創造的で高付加価値を生む仕事とそうでない仕事との二極

化が進み，経済的格差が生じること」などが考えられている。このような問題が考えられる中，こ

れからの学校教育では，既存の型にとらわれないアイデアを見出し，新たな仕事を生み出すなど，

自ら道を切り拓くことができるような資質・能力を育成することが必要であると思われる。そして

本校では，この資質・能力を「新たな価値を創造する資質・能力」と名付けた（表１）。  
また，子供たちが新たな社会を主体的に生きていくには，自らの特性や強みを自覚し，その力を

最大限に伸長，発揮して，自己の可能性を自覚させることも大切であると考えられる。これは，特

異な才能を有する生徒に関しても同様である。特異な才能を有する生徒は，優れた資質・能力があ

りながらも，それらを伸長・発揮できる教育環境を整えた取組は，あまり見られない。新たな社会

の実現を目指す現在，学校教育では，特異な才能を有する生徒を含めて，個に応じた取組が必要で

ある。そのため，これからの学校教育では「個別最適な学び」を実践していくことが重要となると

思われる。 
表１ 新たな価値を創造する資質・能力の定義  

資質・能力 定義 

デザイン思考  
問題解決の思考法の一つ。対象とする問題を解決するために，認

識されていない内なる課題を見出し，それを解決するための最適

な手立てを考えていく思考法。  

イノベーターのマインドセット  

「既存の考えに捉われることなく，斬新な発想を歓迎し，失敗し

てもいいからひとまずやってみる。」，「自分には，周囲の世界を変

える力がある。」，「自分には，何かを生み出し，実行する力がある。」

など，イノベーターが有している態度。  

アントレプレナーシップ 
起業家精神。アントレプレナーを「イノベーションを通じて経済

発展をもたらす者」と捉る。新たな仕事を生み出す態度など。  
科学的思考  論理的，批判的，総合的に考える力。  
プレゼンテーション能力 相手に伝える力（効果的な資料の作成や表現力）。  
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しかし，現行の教育課程では，「新たな価値を創造する資質・能力」の育成や「個別最適な学び」

に対する取組が不十分である。そのため，「新たな価値を創造する資質・能力」を育成したり，生徒

の特異な才能を伸長させる「個別最適な学び」を実践したりするための，新たな学びの場を生徒に 
提供することが必要であると考えた。  
以上のことより，本校では文部科学省の研究開発制度を活用し，「新たな価値を創造する資質・能

力」の育成と「個別最適な学び」を実践する新教科「創造デザイン科」を設置し，その在り方に関

する研究を行うこととした。  
 
（２）研究仮説 

 校務支援ソフトを活用し，全ての教科等の教員が，学校生活を通して気が付いた生徒の特異な才

能を記録・共有することで，特異な才能を有する生徒を見出すことができる。また，創造デザイン

科で実践する，協働的プロジェクト型学習（STEAM 教育）において，生徒の特異な才能を伸長さ

せることができる。そして，創造デザイン科等，学校内の教育活動において，生徒の特異な才能の

伸長が難しい場合は，大学や NPO，企業など，学校外の専門的な学習支援活動を行う機関につなげ
ることが，学校教育における，特異な才能を伸長させるための学習支援である（図１）。 
 本校が採用している校務支援ソフトには，生徒の日々の様子を記入する欄がある。そこに記入し

た情報は，全ての教員が閲覧することができる。そのため，全ての教科等の教員が，自身の専門教

科の授業を中心とした，学校教育活動全体を通して見出した生徒の特異な才能を，記入・蓄積する

ことで，どの生徒がどのような特異な才能を有しているのかを把握することができると考えた（図

２）。 

 
図１ 学校教育における特異な才能を有する生徒に対する支援モデル 

 

 
図２ 校務支援ソフトに記入する生徒の特異な才能の記入例  

 
 

  特異な才能の伸長を目指す新教科「創造デザイン科」は，「令和の日本型学校教育」を土台とし，

協働的プロジェクト型学習として STEAM 教育を実践する。「令和の日本型学校教育」では，全ての
子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な実現が目指されている。

「特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識

者会議論点整理」を見ると「才能教育」は，大きく図２のようにまとめることができる。「早修」と

は，特異な才能を有する者に対して，通常よりも早くプログラムを履修させることであり，「拡充」

とは，学習進度は変更しないが，通常よりも深化した幅広い内容の学習を履修させることである。

「取り出し型」とは，特異な才能を有するものを選抜した学習環境を作ることであり，「インクルー

シブ型」とは，特異な才能を有する者とそうでない者が合わさった学習環境を作ることである。「令

和の日本型学校教育」を見ると「『個別最適な学び』が『孤立した学び』に陥らないよう，（中略）

子供同士で，あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働しながら，あらゆる他者を価値ある存

在として尊重し，様々な社会的な変化を乗り越え，持続可能な社会の創り手となることができるよ

う，必要な資質・能力を育成する『協働的な学び』を充実することも重要である」と書かれている。

このことより，本校では，インクルーシブ型の拡充的な学習を行うことが必要であると考えた。  
 また，創造デザイン科では，STEAM 教育の実践を目指す。STEAM 教育とは，STEAM 領域の学
問分野を分野包含的に統合したプロジェクト学習を通して，将来のイノベーターを育成することを

目的とした教育であると考えられる。そして本校では，イノベーションのプロセスとし「デザイン

思考」をカリキュラムに取り入れることを試みている。「デザイン思考」は，図３のプロセスをたど

るとされており，その中でイノベーションにつながる創造性を育成する場面は，「共感（Empathize）」
「アイデア創造（Ideate）」の場面とされている。「共感」の場面は「人々を理解し，気付きやイン 

 

 
図２ 才能教育の枠組み 

 

 
図３ デザイン思考のステップ  
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サイトを得ることを目的とする段階であり，デザイン思考において最も重要な段階」であるとされ

ている。観察やインタビューなどを通して，ユーザー自身も気付いていない潜在的なニーズに迫る

ことで，新たなものの創出につなげることができる。「アイデア創造」の場面は「『問題定義」で設

定された方向性を実現するために，可能な限り豊富なアイデアを出す段階」であるとされている。

新たなアイデアを創出するためには，アイデアの拡散と収束が必要となるため，ブレインストーミ

ングやマインドマップ等を通して課題を解決するためのアイデアを広げる活動を行うことが重要な

となる。これらのことを踏まえ，本研究では，教員がプロジェクトの問題や課題の設定を行うので

はなく，生徒が各学年で設定したテーマを踏まえた問題を発見し，課題を設定させる活動を実践す

る。 
 
（３）カリキュラムの作成について  

新設教科で行う実践では，生徒の発達段階に応じて「新たな価値を創造する資質・能力」が効果

的に育成できるよう教育課程を編成した。第１学年は，思考ツールの活用や表現活動に活用される

コンピュータ操作など，汎用的な能力の育成を中心とする。第２学年では，社会的な課題を解決す

る見通しを持たせるために，大学職員や企業との交流を取り入れ，実社会において自身の強みがど

のように生かされるかに気付く活動を行う。第３学年では，個人の強み・特性を生かし，協働して

問題解決を試みる活動を行う。また，各学年のテーマは，学年が上がるにつれて実社会との関りが

強くなるように設定を行った（表３）。 
 

表２ 各学年における創造デザイン科の活動計画  
学年 活動計画 

第１学年 
思考ツールの活用，コンピュータを用いた表現方法を理解する 
・創造デザイン科の基盤となる汎用的な能力を育成する。  

第２学年 

自らの強みがどのように活かされるのかに気付く  
・問題と出会ったとき，どのように考えていけば問題を解決できるのかが分かるよう

指導する。 
・自分の強みに気付けるよう指導する。 

第３学年 
個人の強み，特性を生かし，協働して問題を解決する  
・自分の強みを生かして協働的にプロジェクトに関わることができる力を育成する。 

 
表３ 各学年で設定したテーマ  

学年 テーマ 
第１学年 より良い学校を創造しよう  
第２学年 学校と地域の関係を創造しよう  
第３学年 地域をより良くするための手立てを考え，行動しよう  

 
 
 
 

 
 

２．各学年の取組 
（１）第１学年 テーマ「より良い学校を創造しよう」  
①学年での共有方法 

第１学年では，「より良い学校を創造しよう」というテーマで活動している。ガイダンスでは，新

設教科としての創造デザイン科の意義とねらいについて生徒に伝え，「自分たちで課題やゴールを

設定する」「机上の空論で終わらず行動を起こす」「プロジェクトを通して学ぶ」という基本の授業

方針を共通理解した。５月より学級単位で授業を進め，プロジェクトが決定した７月中旬以降は，

グループごとに活動をしている。創造デザイン科の授業者がプロジェクトの担当とは限らないこと

と，一人の教諭が複数のプロジェクトを担当しており，情報を整理する必要性に迫られた。そのた

め，本校では Google アカウントを生徒に付与していることから，生徒と教諭間の進捗状況の共有
や報告・連絡・相談は，Google Classroom を活用している。学年教諭間では，月 1 回程度，授業検

討や情報共有をした。プロジェクトが始動してからは，随時早めに予定を共有するようにした。  
②育成する能力 

第１学年では，思考ツールの活用やコンピュータを用いた表現などの汎用的な能力の育成を目指

している。第２・３学年の創造デザイン科でも活用可能な「マインドマップ」をはじめ,「アンケー

ト作成ソフト」「プレゼンテーションソフト」（図１）の３つのツールを主に活用した。「マインドマ

ップ」は，問題を発見する場面（「ワクワクする学校」）や課題を設定する場面で使用し，生徒の思

考を広げさせた。「アンケート作成ソフト」は，調査をしたいという声が生徒から出たタイミングで，

アンケートの基本的な作成方法や作成上の注意点等を説明した。「プレゼンテーションソフト」は，

プロジェクト活動を報告する発表時だけでなく，活動をまとめたポスター作成時にも用いた。 
 
 
 
 
 

 
図１  マインドマップ         アンケート作成ソフト       プレゼンテーションソフト 

③これまでの授業実践 

ア ワクワクする学校 

創造デザイン科の授業では，生徒が本気でやりたいと思う創造的な活動に取り組ませたい。初め

に，生徒が考える「ワクワクする学校」のアイデアを自由に広げさせた。「ワクワクする学校」をマ

インドマップの中央に置き，型にとらわれずに思考を広げるよう伝えた。 
イ 学校って何をするところ？ 

「ワクワクする学校」でアイデアを広げた結果，「学校の本質」から外れているものが見られたこ 
とが課題としてあがった。そのため，「学校とは何をするところなのか」という視点から改めて考え

させた。その結果，「授業を受ける」「いろいろな人と交流する」「コミュニケーション力をつける」

「運動をする」「委員会などの仕事をする」「社会勉強をする」などの意見が出た。 
ウ アイデア収集 

「学校の本質」を外さずにワクワクするアイデアを広げるために，本来の学びの本質を押さえワ  
クワクする仕組みが施されている県内の２つの施設（21 世紀美術館，新県立図書館）と，国内外で
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新設教科で行う実践では，生徒の発達段階に応じて「新たな価値を創造する資質・能力」が効果

的に育成できるよう教育課程を編成した。第１学年は，思考ツールの活用や表現活動に活用される

コンピュータ操作など，汎用的な能力の育成を中心とする。第２学年では，社会的な課題を解決す

る見通しを持たせるために，大学職員や企業との交流を取り入れ，実社会において自身の強みがど

のように生かされるかに気付く活動を行う。第３学年では，個人の強み・特性を生かし，協働して

問題解決を試みる活動を行う。また，各学年のテーマは，学年が上がるにつれて実社会との関りが

強くなるように設定を行った（表３）。 
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表３ 各学年で設定したテーマ  

学年 テーマ 
第１学年 より良い学校を創造しよう  
第２学年 学校と地域の関係を創造しよう  
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２．各学年の取組 
（１）第１学年 テーマ「より良い学校を創造しよう」  
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している。第２・３学年の創造デザイン科でも活用可能な「マインドマップ」をはじめ,「アンケー

ト作成ソフト」「プレゼンテーションソフト」（図１）の３つのツールを主に活用した。「マインドマ

ップ」は，問題を発見する場面（「ワクワクする学校」）や課題を設定する場面で使用し，生徒の思

考を広げさせた。「アンケート作成ソフト」は，調査をしたいという声が生徒から出たタイミングで，

アンケートの基本的な作成方法や作成上の注意点等を説明した。「プレゼンテーションソフト」は，

プロジェクト活動を報告する発表時だけでなく，活動をまとめたポスター作成時にも用いた。 
 
 
 
 
 

 
図１  マインドマップ         アンケート作成ソフト       プレゼンテーションソフト 

③これまでの授業実践 

ア ワクワクする学校 

創造デザイン科の授業では，生徒が本気でやりたいと思う創造的な活動に取り組ませたい。初め

に，生徒が考える「ワクワクする学校」のアイデアを自由に広げさせた。「ワクワクする学校」をマ

インドマップの中央に置き，型にとらわれずに思考を広げるよう伝えた。 
イ 学校って何をするところ？ 

「ワクワクする学校」でアイデアを広げた結果，「学校の本質」から外れているものが見られたこ 
とが課題としてあがった。そのため，「学校とは何をするところなのか」という視点から改めて考え

させた。その結果，「授業を受ける」「いろいろな人と交流する」「コミュニケーション力をつける」

「運動をする」「委員会などの仕事をする」「社会勉強をする」などの意見が出た。 
ウ アイデア収集 

「学校の本質」を外さずにワクワクするアイデアを広げるために，本来の学びの本質を押さえワ  
クワクする仕組みが施されている県内の２つの施設（21 世紀美術館，新県立図書館）と，国内外で
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特色のある取組をしている学校の情報を提示した。生徒たちは，「こんなこともできるの！?」とい
う新しい発見の驚きと喜びから，興味を持った施設について，さらにタブレット端末で詳しく調べ

ていた。 

エ 校地内調査 

学校をより良くしたい，活用したいと思える実践する場所を探す目的で，校舎内外の様々な場所  
（図２）を実際に歩いて調べた。生徒たちは，校地内で有効に活用されていない場所がたくさんあ

ることを，実際に見て気づくことができた。 

 

 

 

 

 

   図２   校内              屋外広場              屋外 

オ 活動グループ                  

生徒一人一人が取り組んでみたい「学校をより良くするアイデア」を自由に出させた後，学年 
教諭からもアイデアを提示した。これらも参考に，それぞれがアイデアを３つに絞った（図３）。そ

の後，類似したアイデアを持つ生徒５～６人を， 
各学級で７グループを作った。生徒を支援しや 

すくなるよう，教諭の専門教科や興味を踏まえ 

て，表１は，生徒が担当するプロジェクトを担  

当教諭ごとに一覧にしたものである。表の通り， 

教諭一人につき４グループの類似したプロジェ 

クトを受け持った。 

                  

          

              図３ 事前アンケート 

表１ 担当者別のプロジェクト一覧 

 

教諭 担当プロジェクト
チャレンジ動画開催
Green Book World Ⅱ
School PR Movie
オクメシ‼（屋上でご飯）
English Time を楽しもう！
English Day
Kashiwa Rabbit を広めよう！
オリジナルアニメ～かしわ学園～
屋上をリラックススペースにする（ベンチの製作）
屋外広場を改造する（ベンチの製作）
植物を植えて学校をより明るく！
花を植えてみんなが笑顔に
学年で楽しめる行事を実行する
ベランダでベラーンだ作戦～みんなと交流できる場～
快適な休けいスペースを作る
屋上リラクゼーション

C

B

A

D

クイズラリー
 迷路逃走中
学校に彩りを持たせるアート
Let's play sports!
かくれ動物を探せ！！
Study room!
階段アート
ストリートアート
ベランダで花を育てる
魚を飼育する
魚を飼育する
魚を飼育する

G

E

F

 
 

カ プロジェクトの決定 

プロジェクトの目的や活動が学年テーマに沿うように，グループで取り組むプロジェクトを話

し合いにより具体化した（図４）。その後，担当教諭とともに，何を，いつ，どうやって，どの手

順で実行するかというプロジェクトの活動計画書（図５）を作成し，活動に見通しが持てるよう

にした。                   
 

 
 
 

 
 

 図４ プロジェクトについて話し合う様子  

 

 

  

 

 

 

図５ 活動計画書 

キ プロジェクトの実行 

活動計画書を基にプロジェクト活動を進めた。活動内容が似ているグループ同士での情報交換，

必要な材料や道具の調達，試作品の制作や動画作り，関連する場所やものの現地調査，関連する生

徒や先生方へのインタビュー調査や交渉依頼など，プロジェクト活動が始まってから生徒たちが生

き生きと自主的に考えて行動する姿が見られるようになった（図６）。プロジェクトの中盤から終盤

の活動の様子は，図７，８の通りである。ものを製作する班，イベントを企画して実行する班，動

植物を飼育・栽培する班，アート等で学校の場所を活用する班など，中盤以降から各グループのア

イデアが形として表れるようになった。  

 

    

 

                   

   他の班と情報交換        ベンチの設計と試作品         関係する先生に交渉 

                図６ プロジェクト活動序盤（9 月～10 月）  

                

  

 

 

 
   植物の栽培   ミニアクアリウム   学校 PR 動画    転落防止ネット   廊下アート  

図７ プロジェクト活動中盤（11 月～12 月）  

− 192 −



 
 

特色のある取組をしている学校の情報を提示した。生徒たちは，「こんなこともできるの！?」とい
う新しい発見の驚きと喜びから，興味を持った施設について，さらにタブレット端末で詳しく調べ

ていた。 

エ 校地内調査 

学校をより良くしたい，活用したいと思える実践する場所を探す目的で，校舎内外の様々な場所  
（図２）を実際に歩いて調べた。生徒たちは，校地内で有効に活用されていない場所がたくさんあ

ることを，実際に見て気づくことができた。 

 

 

 

 

 

   図２   校内              屋外広場              屋外 

オ 活動グループ                  

生徒一人一人が取り組んでみたい「学校をより良くするアイデア」を自由に出させた後，学年 
教諭からもアイデアを提示した。これらも参考に，それぞれがアイデアを３つに絞った（図３）。そ

の後，類似したアイデアを持つ生徒５～６人を， 
各学級で７グループを作った。生徒を支援しや 

すくなるよう，教諭の専門教科や興味を踏まえ 

て，表１は，生徒が担当するプロジェクトを担  

当教諭ごとに一覧にしたものである。表の通り， 

教諭一人につき４グループの類似したプロジェ 

クトを受け持った。 

                  

          

              図３ 事前アンケート 

表１ 担当者別のプロジェクト一覧 

 

教諭 担当プロジェクト
チャレンジ動画開催
Green Book World Ⅱ
School PR Movie
オクメシ‼（屋上でご飯）
English Time を楽しもう！
English Day
Kashiwa Rabbit を広めよう！
オリジナルアニメ～かしわ学園～
屋上をリラックススペースにする（ベンチの製作）
屋外広場を改造する（ベンチの製作）
植物を植えて学校をより明るく！
花を植えてみんなが笑顔に
学年で楽しめる行事を実行する
ベランダでベラーンだ作戦～みんなと交流できる場～
快適な休けいスペースを作る
屋上リラクゼーション

C

B

A

D

クイズラリー
 迷路逃走中
学校に彩りを持たせるアート
Let's play sports!
かくれ動物を探せ！！
Study room!
階段アート
ストリートアート
ベランダで花を育てる
魚を飼育する
魚を飼育する
魚を飼育する

G

E

F

 
 

カ プロジェクトの決定 

プロジェクトの目的や活動が学年テーマに沿うように，グループで取り組むプロジェクトを話

し合いにより具体化した（図４）。その後，担当教諭とともに，何を，いつ，どうやって，どの手

順で実行するかというプロジェクトの活動計画書（図５）を作成し，活動に見通しが持てるよう

にした。                   
 

 
 
 

 
 

 図４ プロジェクトについて話し合う様子  

 

 

  

 

 

 

図５ 活動計画書 

キ プロジェクトの実行 

活動計画書を基にプロジェクト活動を進めた。活動内容が似ているグループ同士での情報交換，

必要な材料や道具の調達，試作品の制作や動画作り，関連する場所やものの現地調査，関連する生

徒や先生方へのインタビュー調査や交渉依頼など，プロジェクト活動が始まってから生徒たちが生

き生きと自主的に考えて行動する姿が見られるようになった（図６）。プロジェクトの中盤から終盤

の活動の様子は，図７，８の通りである。ものを製作する班，イベントを企画して実行する班，動

植物を飼育・栽培する班，アート等で学校の場所を活用する班など，中盤以降から各グループのア

イデアが形として表れるようになった。  

 

    

 

                   

   他の班と情報交換        ベンチの設計と試作品         関係する先生に交渉 

                図６ プロジェクト活動序盤（9 月～10 月）  

                

  

 

 

 
   植物の栽培   ミニアクアリウム   学校 PR 動画    転落防止ネット   廊下アート  

図７ プロジェクト活動中盤（11 月～12 月）  

− 193 −



 
 

 

 

 

 

 

    LED ライト   ベンチの製作       体育館でのイベント      屋外タープ 

図８ プロジェクト活動終盤（1 月）  

ク ポスター作成 

Google スライドで表２の９つの項目をまとめたものを，Google ドキュメントに貼り付けて，１

枚のポスターにした。ポスターのレイアウトや表２の内容項目を重視するようモデルを提示した。

この項目は，発表スライド作成時も同じにした。図８は，生徒が作成した活動ポスターである。生

徒はポスター作成を通して，自分たちのプロジェクトを俯瞰して見ることができたようである。手

書きではなく端末を使うことにしたのは，はじめは時間がかかっても，次年度以降に生かせると思

ったためである。生徒たちは 1 枚のポスターに仕上げるイメージが沸かず，作成に慣れている発表

向けのスライドになってしまったり，文でまとめることに慣れていないため修正がかなり必要だっ

た。プロジェクトが始動してからの主な活動内容は以下（表３）の通りである。  
  表２ ポスターの項目  

１．プロジェクト ２．目的・ねらい ３．方法・分析  ４．活動計画  ５．実際の活動①    
６．実際の活動② ７．実際の活動③ ８．今後の展望  ９．参考文献等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 生徒が作成したポスター 

 表３ プロジェクト活動からの主な活動  

9 月～ 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

プロジェクト

活動 

アンケート 

実施① 

 アンケート 

実施② 

 振り返り 

ポスター作成 

 

ポスター完成  発表スライド

作成 

発 表 スラ イ ド

完成 

 

 

 

研究発表会 

公開授業 

公開授業 

（保護者対象） 

 クラス発表会 

（保護者対象） 

学年発表会 

（校外機関対象） 

 
 

④成果と課題      

ア「創造デザイン科」で生徒に身についた力 

創造デザイン科についての生徒アンケートを１月に実施した（144 名回答 :表４）。その結果（表

図９）から，「タブレット端末で自分の考えを表現する技能を身につけようとした」生徒が全体の

94％（わからない５％）と高い数値を示した。ポスターやスライドの作成をはじめ，アンケート作

成，ポートフォリオによる振り返りや進捗状況の共有などを通して，生徒たちは表現する技能を確

実に身に付けることができたようである。その他に，班で出た意見やアイデアを記録したり，他の

人に伝える内容を原稿として記す際にもタブレット端末を活用していた。生徒の『個別最適な学び』

に結びつけるために，端末をはじめとする ICT 機器の活用は欠かせない。さらに有効に活用してい

くとともに，端末に頼り過ぎないよう，対面で伝え合うことも同時に大切にしていきたい。  
             表４ 本校１年生に実施したアンケート  

A 自分のアイデアをマッピングなどで広げることができたか。  

B タブレット端末などを使って，自分の考えを表現する技能を身につけようとしたか。 

C グループの人と協力して，プロジェクトの課題を解決することができましたか。  

D  ポートフォリオで授業の活動を振り返り，次に生かすことができましたか。  

 

 

 

 

 

 

          A の結果                B の結果  

 

 

 

 

 

 

          C の結果                D の結果  
            図９ 本校１年生に実施したアンケートの結果  

創造デザイン科の授業で最も身についたと感じる力を自由に記述させた。テキストマイニング

（User Local）のワードクラウドで分析したところ，図 10 の通りとなった。「考える力」が最も多

く，「協力」「話し合う」「計画する」「実行力」「人をまとめる力」「問題解決力」「編集力」

などが頻出の言葉として続いた。デザイン思考で最も重要と考える「考える力」「創造」「発想力」

などの『アイデア創造』と「協力」「話し合う」「まとめる」などの『共感』にあたる言葉が多く

あがったことは成果といえる。それ以外にも，見通しをもって問題を解決しようとする姿勢や，自

分たちの考えを人に伝える大変さなどを生徒たちは学ぶことができたようである。「グループの人

と協力してプロジェクトの課題を解決しようとした」とアンケートで回答した生徒は，全体の 85％

（わからない 12％）だった。この結果からも，協働型プロジェクト学習による話し合いを重ねるこ

とで，デザイン思考は育成することができるといえる。  

− 194 −



 
 

 

 

 

 

 

    LED ライト   ベンチの製作       体育館でのイベント      屋外タープ 

図８ プロジェクト活動終盤（1 月）  
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１．プロジェクト ２．目的・ねらい ３．方法・分析  ４．活動計画  ５．実際の活動①    
６．実際の活動② ７．実際の活動③ ８．今後の展望  ９．参考文献等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 生徒が作成したポスター 

 表３ プロジェクト活動からの主な活動  

9 月～ 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

プロジェクト

活動 

アンケート 

実施① 

 アンケート 

実施② 

 振り返り 

ポスター作成 

 

ポスター完成  発表スライド

作成 

発 表 スラ イ ド

完成 

 

 

 

研究発表会 

公開授業 

公開授業 

（保護者対象） 

 クラス発表会 

（保護者対象） 

学年発表会 

（校外機関対象） 

 
 

④成果と課題      

ア「創造デザイン科」で生徒に身についた力 

創造デザイン科についての生徒アンケートを１月に実施した（144 名回答 :表４）。その結果（表

図９）から，「タブレット端末で自分の考えを表現する技能を身につけようとした」生徒が全体の

94％（わからない５％）と高い数値を示した。ポスターやスライドの作成をはじめ，アンケート作

成，ポートフォリオによる振り返りや進捗状況の共有などを通して，生徒たちは表現する技能を確

実に身に付けることができたようである。その他に，班で出た意見やアイデアを記録したり，他の

人に伝える内容を原稿として記す際にもタブレット端末を活用していた。生徒の『個別最適な学び』

に結びつけるために，端末をはじめとする ICT 機器の活用は欠かせない。さらに有効に活用してい

くとともに，端末に頼り過ぎないよう，対面で伝え合うことも同時に大切にしていきたい。  
             表４ 本校１年生に実施したアンケート  

A 自分のアイデアをマッピングなどで広げることができたか。  

B タブレット端末などを使って，自分の考えを表現する技能を身につけようとしたか。 

C グループの人と協力して，プロジェクトの課題を解決することができましたか。  

D  ポートフォリオで授業の活動を振り返り，次に生かすことができましたか。  

 

 

 

 

 

 

          A の結果                B の結果  

 

 

 

 

 

 

          C の結果                D の結果  
            図９ 本校１年生に実施したアンケートの結果  

創造デザイン科の授業で最も身についたと感じる力を自由に記述させた。テキストマイニング

（User Local）のワードクラウドで分析したところ，図 10 の通りとなった。「考える力」が最も多

く，「協力」「話し合う」「計画する」「実行力」「人をまとめる力」「問題解決力」「編集力」

などが頻出の言葉として続いた。デザイン思考で最も重要と考える「考える力」「創造」「発想力」

などの『アイデア創造』と「協力」「話し合う」「まとめる」などの『共感』にあたる言葉が多く

あがったことは成果といえる。それ以外にも，見通しをもって問題を解決しようとする姿勢や，自

分たちの考えを人に伝える大変さなどを生徒たちは学ぶことができたようである。「グループの人

と協力してプロジェクトの課題を解決しようとした」とアンケートで回答した生徒は，全体の 85％

（わからない 12％）だった。この結果からも，協働型プロジェクト学習による話し合いを重ねるこ

とで，デザイン思考は育成することができるといえる。  
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   図 10 生徒の自由記述のワードクラウド  

イ 他教科とのつながり 

本校の創造デザイン科では STEAM 教育の実践を目指している。他教科の授業で STEAM 教育を

実践することができなくても，生徒自身が他教科で身に付けた資質・能力を基に，創造デザイン科

で，教科を横断したプロジェクトを進めることができる。実際，創造デザイン科についての生徒ア

ンケートの結果（１月実施）から，「自分たちのプロジェクトとつながっていた教科は何か（複数

回答）」を尋ねたところ，全ての教科が選択された。国語，社会，数学，美術などが共通していた

ことから，これらの教科は，他の教科とつながりやすい特徴があるといえる。創造デザイン科の授

業では，プロジェクトの内容に関わらず，話し合いや編集・発表する場面（国語），情報収集や問

題解決場面（社会），計測・分析する場面（数学），ポスター作成場面（美術）に共通して遭遇し

た。今年度新たに試みたポスターの作成指導は，担当者のみで対応したため負担が大きかった。事

前に国語科や美術科と連携できればよかったと感じた。しかし，生徒たちは，創造デザイン科の授

業で，他教科の知識としての学びを小さな社会（学校）で生かす疑似体験ができたといえる。その

経験がさらに他教科への学びにつながっていくことを期待したい。  

同じアンケートの結果より，「自分たちのプロジェクトと最もつながりがあった１つの教科は何

か」を尋ねたところ，特に多かったのが，技術・家庭（29 人），理科（18 人），美術（17 人），保

健体育，外国語（13 人）だった。表５は，これらの教科とつながりを示したプロジェクトの一例で

ある。なお，ここに記した教科は主につながりのあるものである。このように，他教科とつなげて

生徒自身が興味・関心に沿って活動していたことがわかる。第１学年のテーマに沿った授業で，創

造デザイン科が他教科とつながっていると生徒が感じていたと実証できた意義は大きい。  
表５ 他教科につながるのあるプロジェクト  

・魚を飼育する/ベランダで花を育てる                ＜理科＞ 

・屋上をリラックススペースにする/屋外広場の改造（ベンチの製作）＜技術分野＞ 

・学校に彩りを持たせるアート/階段アート/ストリートアート    ＜美術科＞ 

・Let’s play sports!/迷路逃走中                ＜保健体育科＞ 

・English Day /English Time / Kashiwa Rabbit を広めよう!    ＜外国語科＞ 

ウ 異学年（校種）を巻き込んだプロジェクト 

今年度は，異学年（校種）を巻き込んだ企画がいくつかあった。そのプロジェクトとして，「English 

Day(校内放送で英語の曲の紹介)」「English Time（新年の目標掲示）」「魚を飼育する（ミニアクア

リウム）」「階段アート」「Study room（自習室の設置)」「Kashiwa Rabbit を広めよう（石鹸・消毒
 

 

液のカバー設置）」がある。クラスや学年で実施する以上に，事前に関係する先生方や生徒に交渉

する必要があり，生徒たちはこれまでにない経験ができたようである。さらに，自分たちの活動を

他学年の先輩や先生方に知ってもらえたことで，自信になったようである。図 11 は，その活動の様

子や作成したものである。  

 

 

 

 

図 11 異学年を巻き込んだプロジェクト  

エ プロジェクトによる生徒の変容 

創造デザイン科の１つのプロジェクトを紹介する。このプロジェクトは，異学年を巻き込んだプロ  

ジェクトを実施した１つである。当初，この班は他の班と比較して話し合いがあまり進んでいなかっ  

た。その中で，マスコットを活用してグッズを作る案が出た。創造デザイン科の予算内で，マスコッ  

トのシールを業者に委託して作成し，イベントや行事で景品として配付することになった。しかし，  

ここで課題となったのが，他の班や企業頼みで自分たちのアイデアで行動していないこと，マスコッ  

トが生徒にも知られていないのにグッズにすることの問題点である。そのため，まずはマスコットを  

全校生徒に広めるために，校内の消毒液とせっけん液にマスコット入りのカバーを作るアイデアが出  

た。コロナ禍で感染症対策にもなるという発想だった。そこから，生徒たちの姿勢が変わった。養護  

教諭にカバー装着の許可をもらい，校舎内を歩き必要数を調査して採寸，デザインを考えた生徒への  

インタビュー，校長先生に学校ホームページへの掲載依頼，マスコットの認知度を全校生徒にアンケ  

ート調査してラミネーターでカバーを作るなど，自分たちで積極的に行動するようになった（図 12）。  

このマスコットは，英語の授業で，学校や生徒のイメージに合うマスコットと特徴を考えて発表する  

プロジェクトでグランプリに決まったものである。学校のシンボルである柏の葉が耳と鞄に描かれ，  

一番好きな教科は，創造デザイン科という設定である。このことからも，創造デザイン科が生徒にと  

って本校の特色の１つだと生徒たちが認識していることが垣間見られる。このプロジェクトの代表生  

徒にこれまでの活動について尋ねた。「初めは話し合いがあまり進まず，うまくいくか不安だったけ  

ど，目的がはっきりしてから変わった。（アンケート結果から）石鹸液や消毒液を使う頻度はそれほ  

ど変わらなかったが，Kashiwa Rabbit を知る人が増えた。全校で何かをしたことがなかったのでやり  

がいがあったし，先輩からも（プロジェクトのことで）声をかけられて嬉しかった。」と答えた。班  

の中には，活動時期に合わない計画を立てたために終盤で予定通り活動ができない班や，まとめの時  

期に慌てて活動やアンケートを実施する班などが見られた。途中段階で軌道修正をしながらも，目的  

を持って生徒が活動できるよう，教諭が見通しを持って適切に助言をしていく必要がある。 
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⑤今後の展望 

これまでの活動と今後の予定をカリキュラムにまとめた（表６）。今後は，２月末にクラス発表会で

全ての班が発表をする。これまでの自分たちのプロジェクトを，クラスの生徒や先生にだけでなく，

保護者や大学の先生方にも披露する。発表の際は，「デザイン思考」の視点と学年で身に付けたい力

を踏まえた３つの観点で相互評価をする（表７）。さらに，発表で選出された各クラスの代表班が，

３月に学年で発表をする。第一学年の活動を終えても学びが継続され，教科の枠を超えて学びが生か

されるよう，次年度以降も，生徒の興味・関心を基に，生徒の強みを生かせるよう支援していきたい。  
               表６ 年間実施カリキュラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  表７ 相互評価項目  

 

               

 

 

⑥来年度に向けた成果（〇）と課題（▲） 

〇生徒たちはグループで話し合いながら，自主的に活動していた。  

〇「創造デザイン科」が自分たちの学校の特徴であるという認識が生徒たちから芽生えた。  

〇生徒はタブレット端末を大いに活用して自分の考えを表現する技能を身に付けることができた。  

〇他教科や他学年を巻き込んだプロジェクトが実現したことで，生徒の活動意欲が向上した。  

〇学年教師のプロジェクト担当割を工夫したことで，教師と生徒にとって良い相乗効果が生まれた。  

〇学年教師間で授業について早めに共通理解したことで，先を見通して生徒に助言などができた。  

▲１時間単位の授業の良さもあったが，ある程度まとまった時間をもう少し確保してもよかった。  

▲プロジェクトの計画段階や途中段階での見通しが甘く，終盤で慌てて活動する班があった。  

▲必要な時に必要な数の備品を調達できる環境が整備できるとよい。  

価値あるアイデアや解決策を生み出しているか   A・B・C 

根拠を示すなどして発表が論理的にまとまっているか  A・B・C 

スライドで内容を効果的に表現しようとしているか  A・B・C 

授業
回数 月 内容の大枠 実践内容

1 ガイダンス
創造デザイン科とはどのようなことを学ぶ教科なのかを説明する。1年生の活動の見通しを伝えた後、ポートフォ
リオの説明を行った。

2 どんな学校だったらワクワクする？① マインドマップの使い方を説明した後、中心に「ワクワクする学校」を置き、どんな学校だったらワクワクするの
かを自由に発想させる。

3 学校って何をするところ？ 前時に考えたアイデアを「学校って何をするところか」という視点に立たせ、再考させる。

4 日本や世界のワクワクを探してみよう！
実際にアイデアを実現している学校や外務省HP（「世界の学校を見てみよう！」）で興味を持った国（州）の学
校をiPadで調べる。日本で世界の教育を取り入れた学校を紹介する。

5
人気の公共施設にはワクワクするためのどんな
工夫がある？

21世紀美術館の印象と開館間近な新県立図書館の特徴を共有する。ホームページでさらに詳細を調べる。人気の
公共施設がなぜワクワクするのかを話し合う。

6 どんな学校だったらワクワクする？② 4、５時の授業を参考に、「学校」という本質に迫りながら、学校をワクワクするアイデアを広げる。

7
学校内の有効に使えそうな場所を探しに行こ
う！

「学校内にある有効に使えそうな場所を探す」目的で、屋上や美術室の横のスペース、ミーティングルーム、武道
場、畑、バス停付近などを見て回った後に、どこでどのようなことができそうかをメモさせた。

8
先生方のアイデアも参考に取り組みたいアイデ
アを決定しよう。

事前に教諭が考えたプロジェクト案を一覧表にした。これを参考に、それぞれの生徒が、興味のあるプロジェクト
の候補３つをあげた。

9
10

グループでプロジェクトの企画案を考えよう！
①②

グループでプロジェクトの企画案を考えた。プロジェクトと設定理由、それを達成するための計画、必要な備品な
どについてグループで話し合った。

11 プロジェクトの企画案を完成させよう！
活動の企画案を再度考え直した。生徒の考えをなるべく尊重しながら、実現しがいのあるものになるよう助言をし
た。同じプロジェクト間で話し合う時間を持って情報を共有した。

12～
16

計画を基にプロジェクトを進めよう①～⑤ 企画案に従って、各グループで必要な活動を行った。企画案が未完成のグループは完成させた。

37～
40

1
２

発表スライド作成①～④授業アンケート①
生徒アンケートの実施②

根拠を基に論理的に伝わるように発表スライドを作成した。これまでに身についた力などについてアンケートを実
施した。生徒が作成したアンケートに一斉に回答する。生徒が作成したアンケートに一斉に回答した。

41～
43 2

発表練習とリハーサル
クラス発表会

クラス発表会に向けて、スライドで効果的に伝わるように発表練習をする。クラス発表会は、保護者や大学の先生
にも授業を公開する。

44 学年発表会 学年で各クラスの代表班が発表する。発表後に、生徒による質疑応答の時間と、参観者からの質問や感想を聞く時
間を設ける。

45 授業の振り返りと授業アンケート② これまでの創造デザイン科の授業を振り返り、授業アンケートに回答する。
3

10
11
12

ポスターで効果的に活動をまとめよう！①～⑫
計画を基にプロジェクトを進めよう！⑥～㉓
生徒アンケートの実施①

17～
36

ポスターの作成方法とGoogle Formsの作成方法について伝えた。Google Forms の初歩的な作成方法やグラフの
使用について話した。必要なグループはアンケートを作成した。企画案を基に、グループごとにプロジェクトを進
めた。生徒が作成したアンケートに一斉に回答した。

5

6

7
８

9

（２）第２学年 テーマ「学校と地域の関係を創造しよう」 

テーマについて 

昨年度，１年生時の創造デザインの活動における目的であった，“自分たち”にとって価値あるもの

を創造する活動を踏まえ，本年度２年生は，「学校と地域の関係を創造しよう」をテーマに，“地域と

の関係”にとって価値あるものを創造することを目標にした。これは４月当初に，「創造性は新しく価

値あるものを生み出す能力と，それを基礎づける人格特性」であるとした共通理解，そして「生徒自

身や周囲の人間が新しい価値を感じるもの」という方向性にも合致しており，次年度３年生時の創造

デザインの活動における，“地域にとって”価値あるものを創造するという目標に繋がっていくものだ

と考えている。 

 

「学校」「地域」「関係」についての理解とプロジェクトテーマの検討 

活動を始めた当初，生徒たちの多くが地域を一般的な地理的イメージで捉えていたため，今回のテ

ーマである「関係」についての理解を深めることにした。まず今回の「学校」とは金沢大学附属中学

校であり，自分たち自身であることを押さえた上で，「学校（金沢大学附属中学校）とは何か」につい

て，時，場，人，活動（いつ，どこで，誰が，何を）といった観点で以下のような問いかけを行いな

がら，「学校」にはたくさんの「人」が関わっていることを確認し，「学校」における「地域」とは，

そうした「人」であるという共通理解を図った。 

 いつからある？･･･長い歴史がある 
 どこにある（あった）？（広阪，平和町，寺町，金沢市）･･･周辺の町→暮らす人たちがいる 
 校区は？（どこから通ってくる？）･･･広域，様々な場所→暮らす人たちがいる 
 登校手段は？･･･徒歩，自転車，バス→接する人・見ている人たちがいる 
 建物は？･･･構造，見た目→訪ねる人・使用する人たちがいる 
 設備は？･･･様々な備品→関わる人たちがいる 
 組織は？（附属学校園，金沢大学，金沢市，石川県，国，教委，文科省）･･･様々な組織，行政 
→関わる人たちがいる 

 構成する人は？（生徒，教師，校務士，事務，清掃，守衛，警備，保護者）･･･たくさんの人から
成っている 

 卒業生は？（数は？ どんな人が？）･･･様々な世界にたくさんの人たちがいる 
 1 年間は？･･･様々な行事がある→携わる人たちがいる 
 1 日の生活は（登校，授業，昼食，清掃）･･･様々な活動場面がある→暮らす人たちがいる 

「地域＝人」であるという共通理解を踏まえ，生徒たちの多くが，「地域の人に必要，地域の人が喜

ぶ」といった目的でプロジェクトを考え始めた。しかし，その活動と自分たちとのつながりの意識が

低く，どこか「他人事」のプロジェクトといった様子が伺えた。また，生徒たちの中には，近隣や周

辺の住民の方たちが抱いていると思われる本校生徒のイメージ，それもどちらかと言えばマイナスの

イメージに注目し，「相手の考えを変える」プロジェクトを考える様子も見られた。 

「学校（自分たち）と地域（人）との関係の創造」は，自分たちのために相手を変えることではな

く，相手のために自分たちに何ができるのかを考えることである。そこで，「自分事」としての目的意

識を持ったプロジェクトにするために，学校（自分たち）と地域（人）との「関係」についてもう少

し考えさせ，その上でプロジェクトの見直しを行うことにした。 
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⑤今後の展望 

これまでの活動と今後の予定をカリキュラムにまとめた（表６）。今後は，２月末にクラス発表会で

全ての班が発表をする。これまでの自分たちのプロジェクトを，クラスの生徒や先生にだけでなく，

保護者や大学の先生方にも披露する。発表の際は，「デザイン思考」の視点と学年で身に付けたい力

を踏まえた３つの観点で相互評価をする（表７）。さらに，発表で選出された各クラスの代表班が，

３月に学年で発表をする。第一学年の活動を終えても学びが継続され，教科の枠を超えて学びが生か

されるよう，次年度以降も，生徒の興味・関心を基に，生徒の強みを生かせるよう支援していきたい。  
               表６ 年間実施カリキュラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  表７ 相互評価項目  

 

               

 

 

⑥来年度に向けた成果（〇）と課題（▲） 

〇生徒たちはグループで話し合いながら，自主的に活動していた。  

〇「創造デザイン科」が自分たちの学校の特徴であるという認識が生徒たちから芽生えた。  

〇生徒はタブレット端末を大いに活用して自分の考えを表現する技能を身に付けることができた。  

〇他教科や他学年を巻き込んだプロジェクトが実現したことで，生徒の活動意欲が向上した。  

〇学年教師のプロジェクト担当割を工夫したことで，教師と生徒にとって良い相乗効果が生まれた。  

〇学年教師間で授業について早めに共通理解したことで，先を見通して生徒に助言などができた。  

▲１時間単位の授業の良さもあったが，ある程度まとまった時間をもう少し確保してもよかった。  

▲プロジェクトの計画段階や途中段階での見通しが甘く，終盤で慌てて活動する班があった。  

▲必要な時に必要な数の備品を調達できる環境が整備できるとよい。  

価値あるアイデアや解決策を生み出しているか   A・B・C 

根拠を示すなどして発表が論理的にまとまっているか  A・B・C 

スライドで内容を効果的に表現しようとしているか  A・B・C 

授業
回数 月 内容の大枠 実践内容

1 ガイダンス
創造デザイン科とはどのようなことを学ぶ教科なのかを説明する。1年生の活動の見通しを伝えた後、ポートフォ
リオの説明を行った。

2 どんな学校だったらワクワクする？① マインドマップの使い方を説明した後、中心に「ワクワクする学校」を置き、どんな学校だったらワクワクするの
かを自由に発想させる。

3 学校って何をするところ？ 前時に考えたアイデアを「学校って何をするところか」という視点に立たせ、再考させる。

4 日本や世界のワクワクを探してみよう！
実際にアイデアを実現している学校や外務省HP（「世界の学校を見てみよう！」）で興味を持った国（州）の学
校をiPadで調べる。日本で世界の教育を取り入れた学校を紹介する。

5
人気の公共施設にはワクワクするためのどんな
工夫がある？

21世紀美術館の印象と開館間近な新県立図書館の特徴を共有する。ホームページでさらに詳細を調べる。人気の
公共施設がなぜワクワクするのかを話し合う。

6 どんな学校だったらワクワクする？② 4、５時の授業を参考に、「学校」という本質に迫りながら、学校をワクワクするアイデアを広げる。

7
学校内の有効に使えそうな場所を探しに行こ
う！

「学校内にある有効に使えそうな場所を探す」目的で、屋上や美術室の横のスペース、ミーティングルーム、武道
場、畑、バス停付近などを見て回った後に、どこでどのようなことができそうかをメモさせた。

8
先生方のアイデアも参考に取り組みたいアイデ
アを決定しよう。

事前に教諭が考えたプロジェクト案を一覧表にした。これを参考に、それぞれの生徒が、興味のあるプロジェクト
の候補３つをあげた。

9
10

グループでプロジェクトの企画案を考えよう！
①②

グループでプロジェクトの企画案を考えた。プロジェクトと設定理由、それを達成するための計画、必要な備品な
どについてグループで話し合った。

11 プロジェクトの企画案を完成させよう！
活動の企画案を再度考え直した。生徒の考えをなるべく尊重しながら、実現しがいのあるものになるよう助言をし
た。同じプロジェクト間で話し合う時間を持って情報を共有した。

12～
16

計画を基にプロジェクトを進めよう①～⑤ 企画案に従って、各グループで必要な活動を行った。企画案が未完成のグループは完成させた。

37～
40

1
２

発表スライド作成①～④授業アンケート①
生徒アンケートの実施②

根拠を基に論理的に伝わるように発表スライドを作成した。これまでに身についた力などについてアンケートを実
施した。生徒が作成したアンケートに一斉に回答する。生徒が作成したアンケートに一斉に回答した。

41～
43 2

発表練習とリハーサル
クラス発表会

クラス発表会に向けて、スライドで効果的に伝わるように発表練習をする。クラス発表会は、保護者や大学の先生
にも授業を公開する。

44 学年発表会 学年で各クラスの代表班が発表する。発表後に、生徒による質疑応答の時間と、参観者からの質問や感想を聞く時
間を設ける。

45 授業の振り返りと授業アンケート② これまでの創造デザイン科の授業を振り返り、授業アンケートに回答する。
3

10
11
12

ポスターで効果的に活動をまとめよう！①～⑫
計画を基にプロジェクトを進めよう！⑥～㉓
生徒アンケートの実施①

17～
36

ポスターの作成方法とGoogle Formsの作成方法について伝えた。Google Forms の初歩的な作成方法やグラフの
使用について話した。必要なグループはアンケートを作成した。企画案を基に、グループごとにプロジェクトを進
めた。生徒が作成したアンケートに一斉に回答した。

5

6

7
８

9

（２）第２学年 テーマ「学校と地域の関係を創造しよう」 

テーマについて 

昨年度，１年生時の創造デザインの活動における目的であった，“自分たち”にとって価値あるもの

を創造する活動を踏まえ，本年度２年生は，「学校と地域の関係を創造しよう」をテーマに，“地域と

の関係”にとって価値あるものを創造することを目標にした。これは４月当初に，「創造性は新しく価

値あるものを生み出す能力と，それを基礎づける人格特性」であるとした共通理解，そして「生徒自

身や周囲の人間が新しい価値を感じるもの」という方向性にも合致しており，次年度３年生時の創造

デザインの活動における，“地域にとって”価値あるものを創造するという目標に繋がっていくものだ

と考えている。 

 

「学校」「地域」「関係」についての理解とプロジェクトテーマの検討 

活動を始めた当初，生徒たちの多くが地域を一般的な地理的イメージで捉えていたため，今回のテ

ーマである「関係」についての理解を深めることにした。まず今回の「学校」とは金沢大学附属中学

校であり，自分たち自身であることを押さえた上で，「学校（金沢大学附属中学校）とは何か」につい

て，時，場，人，活動（いつ，どこで，誰が，何を）といった観点で以下のような問いかけを行いな

がら，「学校」にはたくさんの「人」が関わっていることを確認し，「学校」における「地域」とは，

そうした「人」であるという共通理解を図った。 

 いつからある？･･･長い歴史がある 
 どこにある（あった）？（広阪，平和町，寺町，金沢市）･･･周辺の町→暮らす人たちがいる 
 校区は？（どこから通ってくる？）･･･広域，様々な場所→暮らす人たちがいる 
 登校手段は？･･･徒歩，自転車，バス→接する人・見ている人たちがいる 
 建物は？･･･構造，見た目→訪ねる人・使用する人たちがいる 
 設備は？･･･様々な備品→関わる人たちがいる 
 組織は？（附属学校園，金沢大学，金沢市，石川県，国，教委，文科省）･･･様々な組織，行政 
→関わる人たちがいる 

 構成する人は？（生徒，教師，校務士，事務，清掃，守衛，警備，保護者）･･･たくさんの人から
成っている 

 卒業生は？（数は？ どんな人が？）･･･様々な世界にたくさんの人たちがいる 
 1 年間は？･･･様々な行事がある→携わる人たちがいる 
 1 日の生活は（登校，授業，昼食，清掃）･･･様々な活動場面がある→暮らす人たちがいる 

「地域＝人」であるという共通理解を踏まえ，生徒たちの多くが，「地域の人に必要，地域の人が喜

ぶ」といった目的でプロジェクトを考え始めた。しかし，その活動と自分たちとのつながりの意識が

低く，どこか「他人事」のプロジェクトといった様子が伺えた。また，生徒たちの中には，近隣や周

辺の住民の方たちが抱いていると思われる本校生徒のイメージ，それもどちらかと言えばマイナスの

イメージに注目し，「相手の考えを変える」プロジェクトを考える様子も見られた。 

「学校（自分たち）と地域（人）との関係の創造」は，自分たちのために相手を変えることではな

く，相手のために自分たちに何ができるのかを考えることである。そこで，「自分事」としての目的意

識を持ったプロジェクトにするために，学校（自分たち）と地域（人）との「関係」についてもう少

し考えさせ，その上でプロジェクトの見直しを行うことにした。 
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2022/06/01 ワークシート 

 

 

プロジェクトの見直しの取組の方法については，まず一人一人がアイデアを考える時間をとった後

でいくつかのグループに分かれ，ワークシートやタブレット端末等を用いながら意見交換を行って，

それぞれのアイデアを深めることにした。 

 
2022/06/01 付箋を使った意見の整頓，意見交換 

  

 
 
2022/06/08 タブレット端末を使った意見の整頓，意見交換  

  

  

− 200 −



2022/06/01 ワークシート  

 

 

プロジェクトの見直しの取組の方法については，まず一人一人がアイデアを考える時間をとった後

でいくつかのグループに分かれ，ワークシートやタブレット端末等を用いながら意見交換を行って，

それぞれのアイデアを深めることにした。 

 
2022/06/01 付箋を使った意見の整頓，意見交換 

  

 
 
2022/06/08 タブレット端末を使った意見の整頓，意見交換  
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 また，地域（人）についての考え方に広がりを持たせるために，スライドを用いて視覚的なイメー

ジを見せ，考えを深める支援なども行った。  
 
2022/07/01 スライドによるイメージ喚起「地域（人）から見た学校（自分たち）の姿は？」  

  

  

 

プロジェクトのテーマについて考えるこの段階は，テーマを整頓し，次に行うチーム編成時に各自

が選ぶ選択肢の候補を絞り込む目的であった。しかし，このテーマ候補見直しの段階で意見交換に時

間をかけたことで，自分が選択しないテーマについても考えることになり，生徒の考え方が深まった

ように思われる。意見交換時の考え方については，考え方の観点としてワークシート資料「ツッコミ

アイテム」を配布し，参考にさせた。 

この活動のあと，最終的なテーマ候補が絞り込まれ，チームを編成，本格的な活動が始まったが，

そこでの，さまざまな視点から考える参考になったように思う。 

 
2022/07/06 学級でプロジェクト案の検討  
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2022/07/05 ワークシート「ツッコミアイテム」  

 

 

グループで意見交換をした後，その内容を学級全体で共有し，本格的な活動開始のためのプロジェ

クトテーマをいくつか絞り込んだ。学級単位で活動することから，プロジェクト候補の数は学級ごと

に異なり５～８テーマになった。 

その中から自分が取り組んでみたいものを選び，最終的に，同じテーマを選んだメンバーで本格的

な活動に取り組むグループの編成を行った。１グループあたりのメンバー数をあらかじめ決めておか

ないことにしたため，希望者の数によって最終決定のメンバー数の多少もできた。また，その後の活

動の状況や内容の多岐化によって，多人数のグループが二つに分かれたり，同じ方向性のグループが

人地にまとまって活動したりすることも予想され，実際にそうした形での活動も行われた。 

グループ決定後は，その活動内容の方向性が近いと思われるグループを対象に学年の教員が担当を

決め，その後の活動の支援に当たることにした。 

 年テー 「   地域の関係 創造   」 

「自分たちが行動する   地域 の関係が ま るプロジェクト 考   」 
 

今日の活動 自分のプロジェクトアイデア 深めて   。 

 

ツッコ アイテム 

  ん   

  んのため  そ の目的   

    る   イメージ ているの  どういう姿関係性を思い描いているか 

 いつ  

      

   が （必要 人数） 

  のくらい （期 規模） 

 相手  って 実際の      のか    

 違 立場 ったら  思   立場が変われば思いも違うかも 

 別の場所 ったら      場所によって効果が変わるかも 

 そ って続 ら そ     実行し続けられそうかな？ 

 実現のため 必要  のって  どんな条件（物品費用許可）が必要か 

 そ って  あるんじゃ い   かやって い  

先行事例を探そう。やらないなら理由がある。失敗したとしたら原因がある。 

 自分    見 る（  思 ）。 ん      

 そのアイデア（方法）って別の の  使 るんじゃ い  

自分のプロジェクトとかけ合わせられるんじゃないかな！？ 
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グループ決定後は，その活動内容の方向性が近いと思われるグループを対象に学年の教員が担当を

決め，その後の活動の支援に当たることにした。 

 年テー 「   地域の関係 創造   」 

「自分たちが行動する   地域 の関係が ま るプロジェクト 考   」 
 

今日の活動 自分のプロジェクトアイデア 深めて   。 
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決定したプロジェクトチーム（班）とその内容  

班  プロジェクト名  対象の「人」  対象の「人」との関係性  

11 新聞  平和町に住む人々  
附属小学生  

附属中の良さを知ってもらい，明るく頼もしいと
思ってもらえるような関係  

12 えほんの匠  附属幼稚園児  
附属小学生  

中学校のことを知ってもらい，非常時に助け合え
る関係  

13 ガーデニング  附属学校園に来る人  
平和町を通る人  

附属中や学校園を好きになってもらい，貢献・手
伝いたいと思ってもらえるような関係  

14 ガーデニング  in 畑  附属幼稚園児  
附属小学生  

附属中に貢献したい・手伝いたいと思ってもらえ
るような関係  

15 ゆるスポーツ＆工作  附属幼稚園年長児  
園児及び保護者  

顔見知りになり自然とあいさつできる関係  
礼儀正しい，明るいと思ってもらえるような関係  

21 HP 増設  小学生の子どもがいる地域の親  附属中を知ってもらい理解してもらい，挨拶など
を気軽にできる暖かい関係  

22 IUP 小学生  附属中を身近感じ，入りたいと思ってもらえるよ
うな関係  

23 CLEAN 来校者，学校前を通る人  附属中を地域の一員として認めてもらい，清潔な
学校と思ってもらえるような関係  

24 clean park 地域の人々  環境保護に取り組んでいてすごい，ありがたいと
感じ，気軽に話しかけてもらえるような関係  

25 マナープロジェクト  登下校に関わる人  礼儀正しいと思ってもらえるような関係  

26 へいわまちず  平和町に住んでいる人  互いのことを知れて協力し合える関係  

31 月刊新聞  附属小高学年生  早く中学校に行きたいと思ってもらえるような  
関係  

32 交流  附属幼稚園年長児  頼ってもらえるような信頼関係がある関係  

33 PR 附属小学生  早く中学校に行きたいと思ってもらえるような  
関係  

34 フゾクイズラリー  附属小４･５･６年生  安心して進学してもらえるような関係  

35 バスマナー情報局  附属小中学生  バスの正しい乗り方を広め，バスマナーを守れる
姿を知ってもらえるような関係  

36 マナー改善  登下校時に関わる  
地域の人々  

あいさつや席をゆずる行動がとれるようにし，  
知ってもらう関係  

37 公立小に附中紹介  公立小の生徒  附属中に興味を持ってもらい，入学したいと  
思ってもらえるような関係  

38 スライド・ビデオ  附属幼稚園児  
附属小６年生  

附属中を知ってもらい，中学校に行くのが楽しみ
だと思ってもらえるような関係  

41 ThankYouFor 
プロジェクト  附属中学生  感謝を持って行動しあえる関係  

42 学校周辺を明るくしよう  
プロジェクト  

附属中周辺（学校前・バス停）を  
通る人，利用する人  よい印象を持ってもらえるような関係  

43 Plant and lose 附属幼稚園児送迎の保護者  
登下校中の附属小中学生  附属中はきれいだと思ってもらえるような関係  

44 マナーUPPIB 附属中学生を直接的，間接的に  
見る人  

礼儀正しい，親切だと，良いイメージを持って  
もらえるような関係  

45 学校周辺を明るくしよう  
プロジェクト  

附中周辺（学校前・バス停）を  
通る人利用する人  よい印象を持ってもらえるような関係  

46 SDGｓ  
小学生ドキドキ学校紹介  入学を考えている小学生  附属中に入学するのが楽しみだなと思ってもらえ

るような関係  

47 あいさつ  附属中学校の周りを通る人  礼儀正しいと思ってもらえ，支え合える関係  

 

 プロジェクトチームとメンバーが決定後は，学年の教師で各グループの担当を決め，生徒たちの計

画，活動の支援を行いながら，それぞれの活動を進めてきた。 

 

 

事務職員の方に植栽の相談  
 

学校前バス停周辺の清掃  

 

雨の中，近隣の公園のごみ拾い 
 

歩道側垣根の花植え準備の草取り 

 

「創 day」の実施 

プロジェクトチームが決まり，生徒たちは７月から本格的な活動を開始したが，夏季休業に入った

ため一時活動が中断。９月に入ってから再開した活動では，チームのメンバー以外の人に向けた取り

組みを考えながら進めることにした。その成果発表の場として，昨年一年生時にも行った一日創造デ

ザインの日「創 day」を開催することとし，11 月 16 日に実施した。 

各チームのプロジェクトの内容は多岐にわたっており，これまでの活動を他の生徒に向けて発表す

る，校内を巡るクイズラリーを開催する，隣接する附属小学校，幼稚園に出向いて発表をする，学校

周りの植栽スペースに花の苗を植える，学校の畑に植えた野菜の調理方法を試作してみる，近隣の公

園にごみ捨て防止を呼び掛けるポスターを掲示するなど，さまざまな取り組みを行うことができた。

昨年一度経験していることもあり，計画や各種道具の作成，当日の運営など，自分たちで考えながら

楽しく取り組む様子を伺うことができた。 

ただ，活動内容がイベント開催や発表向きではないチームもあり，そうしたチームは，通常の活動

を行うことになった。 
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決定したプロジェクトチーム（班）とその内容  
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伝いたいと思ってもらえるような関係  

14 ガーデニング  in 畑  附属幼稚園児  
附属小学生  

附属中に貢献したい・手伝いたいと思ってもらえ
るような関係  

15 ゆるスポーツ＆工作  附属幼稚園年長児  
園児及び保護者  

顔見知りになり自然とあいさつできる関係  
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を気軽にできる暖かい関係  

22 IUP 小学生  附属中を身近感じ，入りたいと思ってもらえるよ
うな関係  
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35 バスマナー情報局  附属小中学生  バスの正しい乗り方を広め，バスマナーを守れる
姿を知ってもらえるような関係  

36 マナー改善  登下校時に関わる  
地域の人々  

あいさつや席をゆずる行動がとれるようにし，  
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41 ThankYouFor 
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附属中周辺（学校前・バス停）を  
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登下校中の附属小中学生  附属中はきれいだと思ってもらえるような関係  

44 マナーUPPIB 附属中学生を直接的，間接的に  
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礼儀正しい，親切だと，良いイメージを持って  
もらえるような関係  

45 学校周辺を明るくしよう  
プロジェクト  

附中周辺（学校前・バス停）を  
通る人利用する人  よい印象を持ってもらえるような関係  

46 SDGｓ  
小学生ドキドキ学校紹介  入学を考えている小学生  附属中に入学するのが楽しみだなと思ってもらえ

るような関係  

47 あいさつ  附属中学校の周りを通る人  礼儀正しいと思ってもらえ，支え合える関係  

 

 プロジェクトチームとメンバーが決定後は，学年の教師で各グループの担当を決め，生徒たちの計

画，活動の支援を行いながら，それぞれの活動を進めてきた。 
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雨の中，近隣の公園のごみ拾い 
 

歩道側垣根の花植え準備の草取り 

 

「創 day」の実施 

プロジェクトチームが決まり，生徒たちは７月から本格的な活動を開始したが，夏季休業に入った

ため一時活動が中断。９月に入ってから再開した活動では，チームのメンバー以外の人に向けた取り

組みを考えながら進めることにした。その成果発表の場として，昨年一年生時にも行った一日創造デ

ザインの日「創 day」を開催することとし，11 月 16 日に実施した。 

各チームのプロジェクトの内容は多岐にわたっており，これまでの活動を他の生徒に向けて発表す

る，校内を巡るクイズラリーを開催する，隣接する附属小学校，幼稚園に出向いて発表をする，学校

周りの植栽スペースに花の苗を植える，学校の畑に植えた野菜の調理方法を試作してみる，近隣の公

園にごみ捨て防止を呼び掛けるポスターを掲示するなど，さまざまな取り組みを行うことができた。

昨年一度経験していることもあり，計画や各種道具の作成，当日の運営など，自分たちで考えながら

楽しく取り組む様子を伺うことができた。 

ただ，活動内容がイベント開催や発表向きではないチームもあり，そうしたチームは，通常の活動

を行うことになった。 
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植栽スペースに花の苗植え  

 

花植えの作業後  

 

歩道側垣根の花植え 

 

歩道側垣根の花植え 

 

これまでの活動成果の発表  

 

活動に使用する景品など  

 

調理の試作 

 

クイズラリーの開催 

 

これまでの活動をまとめたポスター掲示 

 

これまでの活動をまとめたポスター掲示 

 

手製のゲームで幼稚園の子供と遊ぶ  
 

幼稚園で交通安全の寸劇披露  

 11 月の創 day 開催後は，修学旅行に向けた準備等で時間を取られることが多く，創造デザインの

活動が少なくなった。最終的には３月にまとめの発表を行う予定で，各チームはその発表に向けた活

動のまとめとプレゼンテーションの制作にあたっている。またその時点で，今年度の活動の振り返り

と自己評価を実施する予定である。 
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植栽スペースに花の苗植え  

 

花植えの作業後  

 

歩道側垣根の花植え 

 

歩道側垣根の花植え 

 

これまでの活動成果の発表  

 

活動に使用する景品など  

 

調理の試作 

 

クイズラリーの開催 

 

これまでの活動をまとめたポスター掲示 

 

これまでの活動をまとめたポスター掲示 

 

手製のゲームで幼稚園の子供と遊ぶ  
 

幼稚園で交通安全の寸劇披露  

 11 月の創 day 開催後は，修学旅行に向けた準備等で時間を取られることが多く，創造デザインの

活動が少なくなった。最終的には３月にまとめの発表を行う予定で，各チームはその発表に向けた活

動のまとめとプレゼンテーションの制作にあたっている。またその時点で，今年度の活動の振り返り

と自己評価を実施する予定である。 
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